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私一か現代中国に
関わるよ
うになっ

てか
ら 、
ちょ
うど三

十五年が
過

ぎた 。
中国とい
う大きな対象は 、

今日もなお
混沌としてい
て 、
あた

かも
怨の
問に
聞に
見えか
くれする

巨的のよ
うに 、

あると
きはかな
ー

はっ
きり輪郭を見せたかと

思うと 、
また一
瞬の
うちに

視界か
ら 一
遠ざ

かっ
てしまう 。
八
0年代後半以来の「開放」

中国が 、
昨年六
月の
天

安門「血の日略目」
事件を転機にまっ
た
く遣う

た
相貌を鍔わにしつ

つ 、
その
全体像が
再びとらえに
くくなっ

てい
る現状も 、
このことを

示していよ
う 。

想えば 、
このよ
うな現代中国と三

十五年間も格闘して
きたこ
とに

なるのだが 、
その
私も当初は 、
中国の現状を分析したり 、

将来を予

測したりするために 、
中国研究を志したのでは
なかっ
たと思う 。
や

はりなんといっ
ても中国のもっ
とも大きな股引力は 、
この
国が
H革

命中国。
になっ
たこ
とに
あっ
た 。
あるいは 、
マルクス
主義ない
しは

社会主義が
中国を掲り動かしたか
らだ 、
とき回っ
てもよいで
あろう 。

今日の
中国は 、
一
九八九年後半以来の 、

つ
まり中国の天安門事件を

悲劇的な代償として現代史を大きく塗りか
えつつ
ある社会主裳世界

の歴史的な解体過程において 、
なおマルクス
主義と
社会主義の優位

性を頑なに
唱えてい
る
数少ない
国家では
あるが 、
そのよ
うな中国を

。99 =t ..p
〈fづ

対照的な哲
学者に
触れてもよいで
あろう 。
梅本氏はかつて 、
中国革

命の
原像を
採るうえで
笑に
鋭い
啓示を
与えてくれたのだが（たとえ

ば
現代思想入

門｜｜現代とは何か
l｜」、
三
谷房 、
一
九六三年 、
参照）、

毛沢東思想と文化大革命に幻惑された晩年の
中国総織は
街々
しいほ

どで
あっ
た（「対絞
毛沢東思想と現代の銀勉」〈滋緩良一
氏との対絞v 、

＝二
岱房 、
一
九七二年｝ 。
一
方 、
三
浦氏は 、
すでに
早くか
ら
独自のス

ターリン
哲
学批判を通じて毛沢東思想のか
らくりをすっ
か
り見ぬい

ていたよ
うに
思う 。
こ
の
点は 、
氏が「六O年安保」
の
時期に
相次い

で
刊
行して
注目された
「大
衆組
織の
理論』
（一
九五九年）、
『
指
導者の

環論』（一
九六O年｝
のニ
箸（いずれも勤草mm）
にも示されてい
る 。

ところで 、
昨年の
あの天安門事件を目務して以来 、
い
ずれも非マ

ルクス
主義の立場ながら 砂革命中国。
に
関わっ
た亡き三
人の知性の

こ
とを私はしばしば
恕い
起していた 。
それは
中国文学者の
竹内好 、

作家の
武田泰淳 、－社会
学者の
清水幾太郎のい
ずれも戦後日本の
思想

界や論別に
大きな足跡を残した人びとで
ある 。

竹内氏の毛沢
東認識や
中国論につい
ての
私自身の
見解は 、
前箸

｜ 読書の秋は｜古書の季節｜
古書全般高価買入れ

会探求書
・上林暁全集 新版 初続：！.•VJ

・中野軍治全集新版 ，， 

•!W宗悦全nl 既'flJ分 II 

・大国南畝全 集 岩波書店

・百 干E 19 II 

・定本函館全 集 中央公治

・宇野浩二全 m II 

・亀弁勝一郎会集 E高談社

・佐多稲子会 集 II 

・5量枝静男著作;1l II 
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・ベスターロッチ全集 平凡社

・小鋭、 E守政旬、 JI'鈴、 随筆

・限定本、版画、趣味、書誌
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中
嶋
山領
雄

J i－－えるためにさえ 、
マルクス
主義や社会主義の

尺度は
もは
や有効

位をもたなくなっ
てしまっ
た・ 。

このよ
うに

考えて
くると 、

現代中国に
私が
関わっ
て
きた過去三

十

五
1mだけをとっ
てみても 、
どのよ
うな時間裕において

中国に
関わ

るかによっ
て 、
その認
織の
座標軸が
凹到なるこ
とは
もとより 、

中国に

関わる
側の
思想的位岡山が
様々
なかたちで
浮き彫りされてくるとい

わ

さるを得ない 。
ましてや 、
。革命中国e

とい
う鏡に

映して
見ょ
うと

した
場合は
なお
さらのこ
とで
あり 、
ここに
中国とい
う対象が

他の
社

会や国家と大きく異なる問題性を 、
とくにわが

国の知識人にたい
し

て
付与して
きたとい
う中国の

特典性（の玄
Ea一『FS
R巾）
が
あるのだ

とい
えよ
う 。

私が
今回 、
筑摩mu房か
ら上梓した評論集「中国革命とは

何で
あっ

たのか」
に 、
私とは
原体験や考え方が
それぞれに
大き・く異なりつつ

も中国を問う点で
共鳴するお二
人の知殺人 、
つ
まり内村剛介氏およ

び
小田実氏との
『ちくま」
誌上でのこつの
対談を収録させていただ

いた
理由の一
織もこの
点に
あっ
た 。

さて 、
マ
ルクス
主義ない
しは
社会主義と
中国とい
う観点でい
ま
想

い
起される知識人として 、

梅本克巳と三
浦つ
とむとい
う亡き二

人の

24 

「北京烈烈』 、
『文明の
再鋳
造を
目ざ
す中国』（いずれも筑mmm｝
に

も 、
今回の
箸曾にも収めてい
るので 、
ここでは
詳述しないが 、
い
ず

れにせよ
竹内氏が

n革命中国e
に
あれほ
どこ
だわっ
たのは 、
そこ
に

従来

ρ革命国家には
ない
「民主」
を見出したか
らで
あっ
た 。
それだ

けに 、
「民主」
で
あるは
ずの
国に
膨済と起っ
た
民主化述動を銃
殺し

た
今日の
中国の
変貌は 、
竹内氏の
中国との
関わり合いの
時間帯のも

つ
窓味を改めて
考えさせて
くれる 。

私は
竹内氏の現代中国論や魯迅論に
強い
影響を受けて
育っ
た者の

一
人で
あっ
たが 、
「六
O年安保」
に
際しては 、
私が
当時の全
学述主

流派に
位躍していたこ
ともあっ
て 、
氏の主張する「民主主義」
擁山政

て
白川 一銭りの観点にどうしても向調で
きず 、
たしか
文京公会堂で
聞か

．
れた
学者・
文化人の
集会での竹内氏の
諮淡にたい
して 、
思わず「ナ

ンセンス
！」
と
叫んでしまっ
たこ
とが
あっ
た 。
その
竹内氏とは 、
個

人的にお
話し
する機会はついになかっ
たが 、
私が
氏の
名著「現代中

国論』｛一
九五一
年初
版は河
出mm）
に
敬
意を
袋しつつ 、
同
名の
私の

処女作『現代中国論
｜｜イデオロ

ギーと
政治の
内的考察
｜｜』｛甘木
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冊目店 、
一
九六凶年）
を世に
問うたと
き 、
ある雑誌の
編集者が
竹内氏に

よる位評を依頼するために
同氏宅に
参上したとこ
ろ 、
その夜は
氏が

前飲されて 、
結局お引受けいただけなかっ

た
様子をつぶ
さにうかが

っ
たことが
ある 。
竹内氏は 、
若い
私の文
涯をその後も
よく読んで

下

さっ
たらし
く 、

時にはお
叱りも受けたが 、
のちに
魯迅友の会会報を

私に
送っ
て
下さっ
たりもした 。

武田氏に
関しては 、
七0年代初頭の日中友好ブlム

のなかで
中国

問題を二
位にわたっ

て語り合う機会に
恵まれたと
きのことが

忘れら

れない（対絞「国交回復をなぜ急ぐか
｜｜日中問題を考える」 、『文総務

秋」
一
九
七
一
年
五
月
号
お
よ
び
「
中
国・

近
代
百
年
の
実
像
と
俊
像」
〈
西
谷
彦 、

小

堀桂一
郎、
江藤滋の
各氏んた含むシγボジウム〉、
「写
刊誌術」
一
九七一
年
五

5 。
それは
氏の
最晩年に
近く 、
私は 、
氏が
竹
内氏とおこ
なっ
た
文

化
大
革
命
見
聞
直
後
の
対
談
「
私
の
中
国
文
化
大
革
命
観」
｛「
浪
々
沌
々

武

田泰淳対駁
仰と、
筑僚gmm、
一
九七O
年所収）
を
読みか
えした
りして

対

談に
臨んだのだが 、
武田氏が
私に話1cれた
言築の
端々
には 、
氏が
中

国と関わっ
て
きた
時
間帯を超えた
物の
見方が
潜んでい
た
よ
うに

思

う 。
当時 、
私は一
年半の
香港
滞在か
ら帰国したばか
りで 、

呑港の
由一

国入社会で人気の
高い 、
諸事万般を網羅した

暦
ll「
趣
膨」
のこ
と

をお
話し
すると 、
大変興味を示されたので 、
余分の一
仰を氏に
送呈

したこ
ともあっ
た 。

消水幾太郎氏とは
「六
O年安保」
以来 、
現代思想研究会を経て 、

この八
月十日で三
回忌を迎えた最晩年にいたるまで

親し
くさせてい

ただいたが（他稿「清水銭太郎氏の晩
年（上
・

下）」『朝日ジャーナル』
一

九八八年十一
月十凶日号 、
二十一
日号 、
多照） 、
氏の
中国との
関わりの

なかで
私がどうしても納得で
きなかっ
たのは 、
中国の
核武装を 、
氏

i

il

il
i
－

－

 

．

 

・F
戦後の
〈文学復興〉
のさかんな機運のこ
ろ 、
小野さんの『詩論」

二
九四七刊）
が
刊行された 。
役中の
諸筋は
戦争中の
執鐙で
あり 、
そ

れをさらに
曾き継いで一
告にしたものだ 。
『持論』
は
〈符悦の
否定〉

と
して 、
詩人たちは
もとよ
り全文壇
的に
反轡が
あっ
た 。
明治・
大

正・
昭和の
永い
歳月を通じて 、
ほとんどの
詩人が
疑い
なく好情精神

内包の
作口聞を初みか
さねて来たのに 、
その歴史をくつが
えすかのよ

うに
〈持情の
否定v
を投じたのだっ
た 。
街怒と反響の渦紋は
当然の

成行きだっ
た 。

〈符情の
否定〉
は一
つの論理だ 。
もちろん
私も小野詩論に限をみは

っ
たが 、
符にお
ける符悩の
消滅なぞ事実として
あり得ない 。
小野論

の
本来は
〈持併の
変革〉
とい
うとこ
ろに
あるだろうし 、
それを狩悩

否定の形で投機したのだが 、
時として
何らかのショッ
ク
をあたえな

ければ 、
持制川はどうしょ
うもなく質的低下を来た
す 。

「重油富士』（一
九五六刊）
に比較的みじかい
「出発」
が
ある 。
米原

駅で
告をのつ
けた
貨物列車が 、
その
行手を北陸へ
と
切換えられ 、
線

路の
尖端軌条が
月あか
りに

動いた 、
とい
う内容だ 。
この
微妙な
物的

作動を月あか
りのもとにとらえたとこ
ろに 、
小野リアリズム
が
内包

空
海
入
門

奈へ
の
同
帰

わ．
が
ふ
る
さ
と

浄
土

高
木
仰
元

「
カ
オ
ス
」
の
時
代、

人
間
ら
し
さ
の
良

ひ
ろ
さ
ち
ゃ

仏
教
で
い
う
湿
気
と
は
欲
訟
を
コ
ン

わ
れ
ゆ
く
時
代
に、

山弘
法
大
師
の
深
い
師血
管
と
怒
惣

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
あ
る
。

疲
れ
た
現
代
人
に
贈

の
笑
校
巡
を
匙
え
ら
せ
る
。

定
価
2
8
0
0
門

る
生
き
る
術
と
し
て
の
仏
教。

定
価
1
4
0
0
門

い
か
に
レ
て

復与
を
得
る
か

西
谷
啓

治陣聞

内
村
鑑
三
と
清
沢
清
之
／
加
藤
智
見

与
え
ら
れ
る

佐
々
木
徴

現
代
日
本
の
哲
学
者
が
限
る、

文
学、

の
で
な
く、

自
覚
的
に
仇
仰
を
岨悟
得
し
た
二
人
を
通

芸
術、

宗
教
。

浪
々
と
尽
き
ざ
る
哉
の
卯
〈
時
り
縦

し
て
宗
教
の
近
代
化
を
考
え
る
。

定
価
2
6
0
0
円

が
れ
る
柔
ら
か
な
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
。

定
価
2
0
0
0
円

が
告発しつづ
けて
きたスターリン

主設的なソ
速の
核開発に対比して

論じ 、
中国の伎の選択を

護闘しよ
うとされたことで

あっ
た 。
氏はの

ちにそのよ
うな中国シンパ

シーか
らもきっ
ぱ
り訣別されたけれど 、

やはJ日本知殺人の
中国との
関わりょ
うの一

つの
航跡を示していた

とし
えよ
う 。

い
ずれにせよ 、
ここに
言及した
戦後日本の
代表的な知殺人はとも

に
世を去られ 、
砂革命中因。

もいまやほぼ
完全に
終息してしまっ
た 。

首と
関わる
簡
を 、
こ
れか
らは
さほ
どの

棄をもたなくなるの

では
なかろう

か。

：t；

t

zubじま・みねお
東京外図開州大学教回目｝

さミL
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国

中
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と
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何
で
あ
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の
か

各2680
円（説込｝

1
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門（線込｝

1440
円｛税込）
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する
見事な
好的が
ある 。

このほか
私は
「飛廓」
山中を走る国鉄草稿D臼ゃ 、
れ川取砂丘の
熱

砂や風紋 、
また
「災郷』（一
九六六刊）
中の
「m州四ダム」
などへ
行っ

てみた 。
「黒四ダム」
は
〈日本脱
出〉
とい
う窓識を
背長にしてい
る

が 、
それは
すべ
て小野勝のドライな符的だっ
た 。

さらに
私は
『置泊富士」
中の「燈の
裕」
につよ
く慈か
れる 。
それ

とい
うのがこの

作品にい
う「燈の

帯」
が 、
日本海沿いに
ずらっ
と並

ぶ
日以佃眠か
ら 、
日本会土に
点在するアメ
リカ

軍基地とそれにつ
らなる

各種施設の〈象徴〉
を
成してい
るか
らで
ある 。
「燈の
帯」
でがん
じ

がらめにされた
国土 。
小野さんの
限は
そこ
までひろがり 、
政治を鰍

うアナキズム
系詩人が 、
逆にその
庶民的持制神において「読者が 、

この
詩相掛か
ら 、
なんらかの
恕味で
政治的な匂い
をかがれるこ
とは 、

私は
少し
もかまいません 。
ただ
そのこ
とが 、
読者の
心に 、
災として

感知されますよ
う」

云々
と言っ
た 。

｛いとう・しんきち
俗人）
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刊行開始！
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